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一

圖
を
結

び

合
せ

想
曚
ゼ

ぱ

容

易
に

該
動
物
の

形
腴

を
知
る

を
得
べ

し

而
し
て

躰
膣
内
に

は

若
干
の

食

物
の

殘
餘

あ
り

し
巴

云

ふ
、

細

胞
間
に

も

大
し

κ

る

相
違
を

見
ず

孰
も

詈
聴

罍
〇

二
窪

に

似
陀

る
紬

胞
に

て
、

内
外

兩
面
に

Q
歹

を

有
し

内

面
の

⊆｝
ぎ

の

方
餘
程

長
し

、

扨
斯
樣
に

珍
ち

L
き

構

造

な

れ

ど

各
個
細
胞
の

幾
分
か

三
h

ニ
ヱ

…．
5

ふ

似
艶

る

巴

前
に…
遮
し

如
く
初
め

は
咽

託
二
・。

Q

夛

の

み

あ

り
て

後
に

は

此
動
物
グ

み

あ

砂
し

を
以
て
】・
ゴ、一

巽、一

氏
は

此
雨

種
の

動
物

を

同，一

の

も
の

巴

認
し

前
に

一

蒐戸
琶）

膏

な

り
巴

思
ひ

し

は

夛

ぎ
o

夛
の

幼
蟲
に

て
、

集
合
或
は

分

裂
に

て

第
二

の

形
状

ふ

逹
ず

る

も
の

な

る
べ

む

巴

剣
斷
ゼ

リ
、

果
し

て

然

ち
は

之
れ

眞

の

h星
き
8
§
ρ

学
【

魯
§
o【
“

の

闇
に

位
ず

る
も
の

に

し

て

分

類
學
及

び

進
化

學
土

誠
に

面
白

き
も
の

み
れ

ど

其
形

態
上
に

於
て

獪
疑
を

存
ナ
ベ

き

無
多
け
れ

冶
唯

右
の

構
造
の

み

を

述
べ

だ

り
、

幾
分

¢

ご

5
き
耋

顴
に

も

似
距

れ

ど

躰
腔
ら
し
き

所

眞
に

躰

腔
に

相

當
ず

る
や

否
や

等
の

問
に

對
し
て

は

判
然
だ

る

答

を

な

ず

能
は

ず　
　
圖

解
　
一

、

全
動
物
　
二

、

瀁
切
面
　
三

、

縦
切
面
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丘

　

湲

治

郎

述

予
は
兩
三・
年
前
よ

り
、

；
甑

塗−
ρ

類
の

研

究
を

始
め

當
地
へ
・
來
り

て

後
も

引
續

き
日

本

沿
岸
の

種

頻
を
研
究
ゼ

し
か

昨
年
十
一

月

或

る
一

種
に

就

き
芽
生
の

有
楼
を

取
調
べ

ん

巴

欲
せ

し

に
い

巴

面

白

き
事
を

發
見
せ

し

故
一

寸
此

所
に

報
知

ず
、

但
し
之
れ
ハ

少
々

専

門
の

事
ゆ
へ

一

殿
の

諸
君
に

面

白
き
や

否
や

知

ら
さ
れ

ざ

兎
に

角

其
概
略

だ

け

を
左

に

記

載
ず

＝
三

罍
9

塁

巴

云
へ

る

群
生
ア

ツ

y

ヂ

ヤ

ハ

今
ま
で

人
の
一

番
少

く

記
載
せ

し

動
物
の
一

t
る

べ

し

其
構
造
に

就
て

も

其
生
活
上
の

事
實
に

就
て

も

論
設
最
も

少
し

、

依
て

予
n

之

を

幾
分
か

明
に

な

し
だ

し

巴

思
ひ

其
研

究
に

取
掛
砂

し
に

、

珍

ら
し

き
事
は

各
個
の

動
物
皆
二

個
の

鰓
籠
を

有
し

、

其
一

は

巳
に

老
ひ

、

他
の
｝

は

若
く

し
て

實
際

呼
吸
の

役
を

務
む
る

樣
に

見
ゆ

樹
よ

ぐ

調
ふ

る

に

食

道

よ

り
は

二

三

の

芽

を
生
ず

れ

巴

も

大
抵
は

此
芽
よ

り

唯
鰓
籠
の

み

を
生
ヒ

决
し

て

新
占

二

個
の

動
物
を
生

せ

ず
、

今
左

に

圖

を
示
し

「

ら
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ぐ

參
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動
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物
の

食
迸
は

二

岐
（

ト
、

チ
、

）

ε

電

り
、

各
一

個
の

鰓
籠
（

ホ
、

及
び
へ

）

に

連
續
ず
、

圏
中
老
鰓
籠
を

黙
線
を

以
て

薔
§
最
早
生

活
土
無
用
巴

な

り
し

を

示

ず
、

（

り
）

は

芽
に

し
て

、

此
芽

生
長
ず

る

時
は
一

個
の

鰓
籠
巴

な

り
、

其
頃
ふ

ハ

老
鰓
靄
（

ホ
）

は

既
ふ

落

去
り
て

、

今
の

若
鰓
籠

（

へ

）

は

其
代
り
巴

扛

る
、

其
中

間
な
る

も

の

も

多
ぐ
見
受
だ

り
、

此
等
の

動
物
に

て

は

老
鰓
籠
（

ホ
）

ハ

既
に

落
去
り
陀

れ

巴
、

之
に

續
か

る
食

道
（

ト
）

ハ

樹
殘
り
あ

り
て

、

其
末
端
よ

り

漸
々

清
亡
ん

巴

す
、

此
時
に

は

明
に

食
道
の

三

鹸
な

る
を

見
る
べ

し

然
れ

巴

も

食
逍
（

卜
）

は

鰓
籠
（

ホ

）

の

落
失
援

程
も

な

ぐ
無
ぐ
な

る

屯

の

か

巴

見
へ

三

岐
の

も

の

は
甚
だ

多
か

ち
ず

前
に

述
し

如
ぐ
の・
次

第
故
一

個
の

動
物
生

涯
の

間
に

は

數
度
薪
し

§
鰓
籠
を
生

じ
、

古
き
も

の

は

順
を

追
ふ

て

清
失
る

事
恰
も

樹
木

の

枝
の

み

殘
り
て

葉
の

毎
年
新
し

ぐ
生
ず

る
が

如
し

、

切

り
放
さ

れ

だ

る

躰
の
一

部
分

を

新
に

生

ず
る

動
物
ハ

多
ぐ
あ

れ

ど
、

生
理

的
に

鰓
を
造
サ
換
る

も

の

は

膸
分
珍
ち

し
き

事
巴

信
ず

鰓
籠
は

變
れ

巴

も

肛
門
は

變
ら
ず

、

故
に

肛
門
は

排
泄
腔

邸
に

開

か

ざ

る

を
得
ず

而
て

實
際
此
關
係
を

示
せ

り
、

円
。

三
。

畧
爭

中
肛
門

巴

排
泄
門
竃

別
々

に

闘
き

居
る

は

導
弓

詈
象
。

巳
艶

夢

頻
巴

此
］

）

乾
。

の

9
鐔

の

み
な

る
べ

し
、

圖
に

示
せ

し

如
く

各
個
の

豐
覧
o

召
日
僧

は

皆
五

個
の

穴
を

有
ず

、

日
ぐ

老
鰓

門
（

イ
）

老
排
泄
門
（

ロ

）

若
鰓

門
（

ハ

）

若
排
泄
門
（

一一
）

及
び

肛
門
（

カ
）

之
な

り

右
の

動
物
は

明
治
二

十

气

二

十
二

、

二

十
三

年
に

相
洲
三

崎
及

ひ

諸
磯
港

内
に

て

探
取
せ

し

所
な

り
、

新
種
故
い

つ

れ

命
名
せ

ん

群
生
ア

ゥ

y

ヂ

ヤ

生

活
土
の
一

奇
顯
象
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